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■
11
／
3
（
祝
）
、
H
U
G
メ
ン
バ

ー
の
交
流
会
で
さ
い
た
ま
市
の
ヘ
ル

シ
ー
カ
フ
ェ
「
の
ら
」
に
ラ
ン
チ
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

主
に
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
な
メ
ニ
ュ
ー
が

売
り
で
、
お
店
で
は
地
域
の
人
を
つ
な
ぐ
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
が
行
っ
た
時
は
、

「
子
ど
も
食
堂
」
を
地
元
の
大
学
生
と
共
に
初
め
て

行
っ
た
直
後
で
し
た
。
H
U
G
で
も
空
き
家
等
を
借

り
て
、
食
の
提
供
や
子
ど
も
達
の
居
場
所
づ
く
り
が

し
た
い
と
い
う
思
い
が
つ
の
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
ど
こ

か
に
よ
い
物
件
情
報
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
知

ら
せ
下
さ
い
!
■
11
／
23
（
祝
）
、
大
岱
稲
荷
神
社

の
勤
労
感
謝
祭
に
「
青
空
食
堂
」
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
天
然
酵
母
、
国
産

小
麦
の
手
作
り
包
子
（
パ
オ
ズ
）
。
晩
秋
の
外
で
捏
ね

て
発
酵
さ
せ
る
と
い
う
無
謀
な
挑
戦
！
お
い
し
か
っ

た
し
面
白
か
っ
た
け
ど
、
で
き
あ
が
り
時
間
が
読
め

ず
、
お
待
た
せ
し
て
し
ま
っ
た
皆
様
ご
め
ん
な
さ
い
。

次
の
「
青
空
食
堂
」
出
動
は
い
つ
か
な
？
■
今
年
の
夏

は
安
保
法
案
が
国
会
を
通
っ
て
し
ま
う
危
機
感
で
、

デ
モ
に
出
か
け
た
人
が
H
U
G
の
中
に
も
何
人
か
い

ま
し
た
。
実
際
に
学
生
た
ち
が
“
自
分
の
言
葉
”
で
ス

ピ
ー
チ
し
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
シ
ー
ル
ズ
の

女
の
子
の
「
私
は
デ
モ
が
や
り
た
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

何
気
な
い
日
常
を
守
り
た
い
だ
け
だ
」
と
の
言
葉
が

印
象
的
で
し
た
。
私
達
大
人
は
何
を
ど
う
考
え
、
行

動
し
た
ら
い
い
の
か
問
わ
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

「
N
O
!
」
だ
け
で
は
な
い
何
か
を
探
す
場
を
一
緒

に
作
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
こ
ち
ら
→
12

/
6
（
日
）
「
憲
法
っ
て
な
ん
だ
っ
け
?
」
の
授
業
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
を
!
■
あ
っ
と
い
う
間
に
年
末
の
声
。

子
育
て
支
援
を
考
え
る
時
、
地
域
作
り
も
考
え
な

く
て
は
い
け
な
い
時
代
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
「
政
治

に
無
関
心
な
国
民
は
、
無
能
な
政
治
家
に
支
配
さ

れ
る
」
と
か
。
来
年
は
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
「
子
ど
も

の
た
め
に
選
挙
へ
行
こ
う
！
」

ハイハイがとっても大事！
【報告】0歳児後半の赤ちゃんの発達講座

乳幼児期は、手足を目一杯動かし、カラ
ダと心の根っこ（土台）を作る時期です。
なかでもハイハイをしっかりすることで、
柔軟性と力強さを身につけられ、カラダ
の発達と同時に心の発達をうながすこと
ができます。
赤ちゃんが生まれてから独り歩きを獲得
していく過程をよく理解して、赤ちゃん
時代を十分楽しみましょう！
昨年度末に NPO 法人日本幼児健康体育協
会の池田意都子先生をお迎えしての講座
の一部をご報告します。

１　首すわり

２　寝返り

３　ハイハイ　

　　　　　　　

　　　　　　　

４　お座り

５　高ばい（前・後）

６　しゃがむ

７　つかまらず立ち上がる

８　独り立ち

９　独り歩き

二足歩行への準備運動（動きの離乳食）

二足歩行

乳幼児期の発達の順番

……両方向

ずりばい（前・後）

ワニばい

ヒザ付きハイハイ（前・後）

……独りで座れること

（ ４
つ
の
ハ
イ
ハ
イ

①

②
③

④

◎筋力アップ！（インナーマッスル）
　→転んだときに自分を守れるカラダに
　　（首・胸・その他の筋力アップは小さいうちがミソ！）
　→身体の中心の筋力（インナーマッスル）が育ち、
　　将来の運動機能の基礎をつくります。　

◎血圧アップ！
　→立っても頭にきちんと血液が回るための血圧を獲得
　　（徐々に姿勢を起こしていく必要有り）

◎心（意欲）を育てる
　→心が動くとカラダが動く
　　（目で見て、「あれが取りたい」「ほしい」と近づく。
　　  自分で動いて手に入れて、満足感を得てまた次へ）

◎脳を育てる
　→両手をついてきちんとハイハイができることが
　　脳の育ちに影響すると言われています。
　　ハイハイの刺激で最も育つの前頭葉。社会性が育ち、
　　思いやりのある子に。

足の指で
　蹴る力

気持ちが育って
ハイハイになる

ハイハイの効果

ねんね

カ
ラ
ダ

コ
コ
ロ
・
脳

顔を上げる形＝意欲
神経系が育って
足の指が動くようになる

カラダとココロは
つながっている！

人はもともと四足動物。
二足歩行になって
腸や背骨への負担、冷えなどがおこり
ゆがみやすくなってしまいました。
ハイハイのポーズは
大人にとってもゆがみ解消になるよ！
骨格や内臓がリラックスします。
家事では雑巾がけがサイコーです（笑）

四足歩行

   

 
 
今年度の提供会員養成講習会が終了しました  

H27 年度の養成講習会が開催され、9 日間の講習会が終了しました。今年は 15

名の新しい提供会員さんが誕生しました。小学生のお子さんをお持ちの方も多く、保

育、栄養、遊び、心の発達などを学び、充実した時間となりました。最終日は、今ご

活躍中の提供会員さんに実際の活動の様子をうかがいながらの交流タイムとなりま

した。話は尽きず、新しい活動への意欲的な姿がとても頼もしかったです。 

「はじまりが半分」講習の中にこんな言葉がでてきました。物事をやってみようと思

って一歩ふみだしたらもう半分成し遂げたも同然ということだそうです。大きな一歩

をふみだした新会員さんとの活動を楽しみにしています。そんな一歩を踏み出したい

方、来年の講習は受けてみようかなという方、ぜひご一報いただければと思います。 

参加された方の声 遊びの講座では折り紙で笛を作りました～♪ 

・細かく説明してもらえたので、 

お預かりに対して自信がつきました。 

・実際に子育中なので参考になること 

がたくさんありました。 

・もっとたくさんの人に聞いてほしいと 

思いました。夫にも!? 

・有意義な時間で9日間が 

あっという間でした。楽しかったです。 

憲法を実感する授業、受けてみませんか？ 会　場：東村山市スポーツセンター研修室
講　師：菅間 正道氏
　　　　（自由の森学園　社会科教諭）
保　育：１歳以上～要申し込み。500 円
 ※赤ちゃんは抱っこで一緒に会場へどうぞ

12月６日（日）14：00～16：00

中学生、高校生、大学生も大歓迎！

問い合わせ：050-3510-4587 （月～金 9：00～17：00）

3.11 ここからプロジェクト主催

（開場 13：30）



　老人施設「白十字あきつの里」で、月曜と木曜に開かれてい
る出張ひろば「ころころおもちゃ箱あきつ」。
　実はここにぷくぷくスタッフも “出張” しているんです。２
人のスタッフのうち、１人はころころの森から、もう１人はぷ
くぷくから。ときどき「ころころの森なのにどうしてぷくぷく
の人が？」と不思議に思われるママも。「ころころの森の運営に
は、ぷくぷくを運営しているＨＵＧもかかわっているんですよ
～。だから１人ずつ」。なかには、遠路ぷくぷくまで遊びに来て
下さる方もいて、とてもうれしくなってしまいます。
　開放感のある建物のせいか、すぐに慣れて遊ぶ子が多く、歩
けるようになるとお年寄りの部屋まで遊びに行ったり、デイサー
ビスの歌を聴きに行ったりと、施設全体が遊び場と化していま
すが、職員さんも温かく見守ってくださっています。お年寄り
の皆さんは近くのいすに座って、赤ちゃんが遊ぶ様子を見なが
らニコニコおしゃべり。その様子に私たちまでほっこりした気持ちになります。
　ぷくぷくの近くにもお年寄りの施設があって、お散歩で前の道を通るときはいつも笑顔で
子どもたちに手を振ってくれます。それにしても、お年寄りをみんな笑顔にしてしまう、子
どものちからって、本当にすごいですね。

「ころころおもちゃ箱あきつ」

東村山市野口町2-4-36   TEL 393-4181
（東村山駅西口より徒歩13分、スーパーカネマンさん斜め向かい）のぐちちょう子育てひろば ぷくぷく

　　　　遠く離れた郷里に実家が 2軒

　実家では10年前に別の土地に家を新築したので、家
が２軒あります。子どもはみんな関東にいて、両親２人が
住んでいるのは新しい方だけど、空き家となった古い家
にはコマコマと荷物があります。私自身の思い出は古い
家にあるし、ものを捨てたがらない両親に処分を強く勧
めるのは忍びないなあと思いつつ、弱ってきた両親を見
ていると、このままではヤバいと思っています。
　一方、夫の実家では昨年までお墓問題でバタバタして
いました。夫の父は長男ではないのですが、息子がいて
男の孫がいるのが義父だけなので（孫＝我が息子！）、墓
は義父が守ることになったとか。私自身は、墓を守るのは
別にいいんだけど、超リベラルな父がそこはすんなり「そ
れが道理」ってなったのがちょっとびっくりでした。（もみ
じ）

　　　　放置歴 20年。お墓も山もあるんです

　田舎の空き家問題を放置し続け
て、早 20年 !!　最近はろくに見に行
きもしないため、中はどうなっているこ
とやら……。水道・電気の基本料金
と固定資産税は銀行口座から引き落とされ続け、チリ積
ですね。家だけでなく、畑、山などもあり、墓にいたっては
先祖代々数十墓石あり。私達夫婦亡きあとは、誰も管理
する人はいなくなりそう。家の周りの草刈りも、今は地元
のシルバー人材さんに頼んでいます。
　先日は、田舎の水道管理業者から電話がかかり、「水
道メーターが上がっているから見に行ったら、外の水道
から水がポタポタ出ていた」とのこと。ついでに元栓もし
めておいてくれて……親切な業者さんありがとー。
　いや～しかし、あの住まない家&諸々をこの先どうし
たものか……売るにも貸すにも難あり過ぎ。トホホ。（た）

　　　　慎ましい両親の引っ越しに思う

　私は三人姉妹の長女です。実家は５階で足腰の弱っ
た両親は、この夏、昇降に心配のない住まいに引っ越し
ました。引っ越しの手伝いをしながら、より小さい家でな
るべく倹約しようとする２人の「この先何年生きるかわ
からないし、病気するかもしれない。贅沢なんてできな
い」の言葉が、現実的すぎて返答に困りました。
　男の子がいたら不安じゃなかったかな。時代は変わっ
ても男子の社会的な立場や跡取り的な意味を改めて重
く感じました。
　今のところ引っ越しという大きな変化も乗り越えたよ
うに見える両親。断固、子どもには迷惑をかけまい ！ と
元気いっぱいを装っている ？ 姿を、ドキドキしながら見
守っています。（ゆ）

　　　　慎ましい両親の引っ越しに思う

田舎の家＆実家
      どうしてる !?

　　　　母と娘の“別荘”暮らし

　グループホームにいる母と、月に何度か帰る場所が私
の実家。泊まって掃除したり、ごはん作ったり……良く考
えれば、別荘みたい ！　“別荘暮らし”で大変なのは、ゴミ
の始末。生ゴミはビニール袋を二重にして、東京に持ち
帰り作戦を実施中。でも強敵は母。早朝、油断してると素
早く外に出てどこかにゴミを持っていっちゃう。玄関が開
く音がすると、寝ている二階から駆け下り母を追いかけ
る。家事をして役に立ちたいのかと思うと、切ないケド。　
　電気を消し忘れ、ご近所さんが電話をくれたこともあ
るし、夏には、味噌汁の鍋をそのままにして帰ってしまい、
数日後そのためだけに戻ったっけ…。
　あと困るのは、郵便物。書留など大切な書類ほど、不在
だと丁寧に局に戻され、配達→不在→配達→不在の繰
り返し。やっと行けた日には肝心の郵便物が行方不明！
……気が狂いそうになったこともあった。
　しかし、なんと言っても問題の核心は、今のやり方が母
にとって本当に良いのかわからないこと。笑顔の母を連
れて帰ると、毎回家に入るとすぐに不安そうな様子に変
わり、全てのものをチェックし続ける（出前のメニューと
か、バスの時刻表とか何でも）。それでも家で過ごす時間
は大切なはずと信じてはいるものの、母の様子を見ると
辛そうでもあり、わからなくなる。今の私の実家には、そ
んな時間が流れたり、止まったりしている。（か）

　　　　一件落着のオチは…

　昨年末から今年にかけて、実家の
両親が続けて亡くなりました。その数
年前から２人とも病院や介護施設に
入り、実家は空家になっていたので、
弟夫婦と何度か休日返上して３ LDK
のマンションにぎっしり溜め込まれた品々の片付けをしま
したが、これがやってもやっても終わらない（汗）
　猫が好きで絵から置物からなんでも猫のものを集め
ていた母のコレクションやら古い雑誌、レコード、着物か
ら毛皮、貴金属やら価値の有りそうなものからガラクタ
まで。……で、それがみごとに私たちが欲しくないものば
かり（爆笑）
　よくもまあ溜め込んだとしか言い様のない品々を、い
ちいち改める気力も時間も尽き果て、途方に暮れました。
結局、弟夫婦が見つけてきてくれた、まるごとおまかせの
業者に依頼しました。ひとつひとつ全てチェックして、と
にかく片付け、廃棄処分もしてくれる至れり尽せりのシス
テムで、もちろん高額。
　明らかに価値のありそうな宝飾品は、事前に義妹がよ
り分けて秋葉原の買取業者に行ってくれて、そこそこの
金額で売れたのですが、後日、片付け業者からの請求書
が届いてびっくり！　請求額と宝飾品を売った金額がぴっ
たり同額……一同なぜかゾクッとしました。（ま）

ころころの森出張ひろば
「ころころおもちゃ箱あきつ」
  毎週月／木曜 10:00～15:00
  白十字あきつの里
　（秋津町 3-41-65）

ママたちが作るミニコミ「子育て楽しんでる？」
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